
育児編 365日つかえる！24時間

フタバ産業健康相談室 ●被保険者数

　4,821人（男性4,268人　女性553人）

●平均年齢

　39歳（男性39.71歳　女性33.93歳）

●平均標準報酬月額

　356,833円（男性370,477円　女性251,526円）

●健康保険料率

　9.2％（事業主5.106％　被保険者4.094％）

●介護保険被保険者数

　2,284人（男性2,105人　女性179人）

●介護保険料率

　1.9％（事業主0.95％　被保険者0.95％）

■組合概況（2023年6月末現在）

【フタバ産業健康相談室】

守秘義務に則り、プライバシー保護を厳守していますので、
安心してお電話ください。

０１２０-２５-３９２８【 委 託 先 】
ティーペック

通話にっこり サンキュ
フリーダイヤル

子どもの病気

発達、成長

おねしょ、
歯並び、
指しゃぶり

予防接種

誤飲、
転倒などの
応急処置

財政調整事業交付金 0.6%

繰入金 3.9%

調整保険料 1.3%

支出

　2022年度、当健保組合の決算は、2021年度収支約300万
円の黒字から、約2,600万円の赤字となりました。収入面では、
保険料収入は約300万円増加、支出面では保険給付費が約
9,800万円増加し、納付金は2020年度のコロナウイルスの影
響で約800万円減少しました。今後、前期高齢者納付金の大幅
な増加と、団塊世代が後期高齢者となる2025年問題に向けて
後期高齢者納付金の大幅増加も見込まれます。さらに保険給付
費も増加しており、当健保組合の財政は厳しい状況です。今後
保険料率の見直しを慎重に検討していきます。

2022年度の実質保険料率は9.23％であり現在の保険料率
9.2％とほぼ同率な状況でした。
当健保組合としましては、第3期データヘルス計画や第４期特
定健診・特定保健指導のスタートを来年に控え、今年度はこれ
までの成果を振り返り、新たな目標を設定する重要な期間とな
ります。今後も効果的・効率的な保健事業を通して、組合員の健
康増進や疾病予防への取り組みを全力で進めていきます。皆様
におかれましても、健康管理に取り組んでいただくと共に、引き
続き医療費削減にご協力いただきますようお願いいたします。
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決算残金 7,038万円

保健事業費 3.9%
財政調整事業拠出金 1.4% 事務費 2.5%

2023年7月10日に開催した組合会で、当健保組合の2022年度決算が
承認されましたので、お知らせします。

※決算残金は繰入金1億円を含む

利子収入・雑収入等 0.7%

収入を
割合で見ると…

支出を
割合で見ると…
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1億円
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1,821万円

25億9,478万円

収支は約2,600万円
の赤字！

2022年度決算報告

からのお知らせ健保フタバ産業
健康保険組合

健 康 保 険 分

介 護 保 険 分 2024年度の
健康保険組合を取り巻く環境

2023年度予算から見る健保組合の経常収支は、
健保組合全体の約8割が赤字の見通しです。新型
コロナ感染拡大等の影響が不透明であり、また、高齢
者拠出金が2024年度以降、毎年増加するなか、
賃金の引き上げによる保険料収入への効果が予測
しにくい状況です。
（健保連予算早期集計結果（概要）より）

収入

保険料
93.5%

上手に医療を受ければ、医療の質を落とさずに余計な医療費
負担を減らせます。家計を守り、健康保険を守るために、適正
な受診にご協力をお願いします。

医療費が
増大中！
医療費が
増大中！

子ども医療費も無料ではありません！ 
皆さまの保険料等から負担しています

●安易な時間外受診は避ける
●生活習慣病を予防する 
●「リフィル処方箋」を使う
●健保の「フタバ産業健康相
　談室」を利用する

●ジェネリック医薬品を活用
●はしご受診はしない
●かかりつけ医を決める
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増大が続く国民医療費

育児に関する不安なこと、お気軽にご相談ください。

当健保組合では40歳以上の被扶養者に健診補助を行っています。
ご家族が健診を受けられていない場合は健診を受けるようにお声掛けください。

あなたの大切なご家族は
健診を受けていますか？

家計と健康保険

どちらも
守りましょう！

フタバ健保の
補助8割市区町村の

補助
2割

0歳～小学校入学年度前

2割を負担
0歳～小学校入学年度前

8割を負担
(小学校入学年度以降は3割) (小学校入学年度以降は7割)

皆さまの税金から
補助しています

皆さまの保険料から
負担しています

0303004615-01
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